
日本では年間約100万人が何らかの「がん」にかかっています。

1981年から死因の第1位になり、その数は増え続けています。

「がん」は、私たちにとって身近な病気です。

1 がんはとても身近な病気

◆ 誰でもなる可能性がある病気

「がん」は、遺伝子が傷つくことによって起こる病気です。「がん」という病気自体が人から人に感染す

ることはありません。一部のがんでは、特定のウイルス感染がきっかけとなる場合がありますが、がんにな

るまでには、それ以外にも様々な要因が、長い年月にわたって関係しています。

◆ うつる病気ではない

がんに「絶対にならないようにする」方法は見付かっていませんが、禁煙や食生活の見直し、運動不足

の解消など正しい生活習慣を送ることによって、「なりにくくする（予防する）」ことができる病気です。

◆ 予防できるけれど完全には防げない

名古屋市の人口は約230万人です。

そのうち一年間で約6,300人ががんで亡くなっています。
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「2016年愛知県がん登録」より

名古屋市で1年間にがんにかかった人数
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令和元年 人口動態統計 

名古屋市民の死亡原因

日本での死亡原因の推移
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